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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、福島県の海面および内水面に生息する魚類の放射性セシウム（以下
Cs）汚染実態の解明を目指すともに、研究成果を国内外に公表し、風評被害の払拭など、科学的根拠に基づく福
島県の漁業復興に資することである。調査結果として、海面では、原発港内の一部の魚種を除き、魚介類のCs濃
度が低い実態を明らかにした。一方、内水面では、原発周辺の河川・湖沼域に生息する淡水魚のCs濃度が海水魚
に比べて依然として高く、餌を介したCsの取込みが原因であることを明らかにした。また、広塩性魚を用いた飼
育試験を行い、Csの取込・排出に関わる生理的なメカニズムを明らかにした。成果の一部は論文や書籍等で公表
した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the present situation of 
radiocesium (hereinafter described as "Cs") contamination in fish inhabiting the coastal waters and 
inland waters of Fukushima Prefecture, and to disseminate the research results domestically and 
internationally to contribute to the fisheries restoration in Fukushima Prefecture based on 
scientific evidence. The results of the survey revealed that Cs concentrations in marine species 
were low, except for some fish species in the port of the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant 
(FDNPP). On the other hand, in inland waters, Cs concentrations in freshwater fish living in rivers,
 lakes, and ponds around the FDNPP were still higher than those in marine fish, indicating that Cs 
uptake via food-chain was the cause. In addition, we conducted rearing experiments using euryhaline 
fish and clarified the physiological mechanisms involved in the Cs uptake and excretion. Some of the
 results were published in papers and books.

研究分野：水圏放射生態学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
福島原発周辺の水域に生息する魚類の調査を積極的に行った本研究の成果は、データの先行性や新規性などの点
で学術的価値が極めて高く、国内外の学術界にとって重要な役割を果たした。また、詳細な現地調査に加えて、
魚類の放流試験や飼育試験など複数のアプローチにより得られたデータやCsの取込・排出に関わるパラメータ
は、魚類のCs濃度の将来予測に役立つものであり、科学的知見に基づいた福島県の漁業復興にも寄与するもので
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2011 年 3 月に発生した東京電力福島第一原子力発電所（以下、原発）の事故に伴い、大量の
放射性物質が大気中および沿岸海域に放出され、周辺水域に生息する魚介類が放射性セシウム
（134Csおよび 137Cs、以下 Cs）により汚染された。福島県の漁業はその影響を大きく受け、現在
においても海面・内水面ともに一部を除き活動の制限を余儀なくされている 

今後は、原発周辺水域の調査を強化・継続するとともに、放流試験や飼育試験など積極的アプ
ローチにより海水魚・淡水魚 Cs の取込・排出に関するパラメータを取得し、将来予測に役立て
ることが重要となる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、魚類の調査・放流・飼育試験、の 3 課題の遂行により魚類の Cs 汚染機序を統合
的に解明し、Cs 濃度の将来予測を通じて福島県の海面・内水面漁業の再興に資することを目的
とする。 

 

３．研究の方法 

1）原発周辺水域を中心とした福島県に生息する魚類（海水魚および淡水魚）の多様な環境下
での Cs 濃度の把握、2）モデル魚種の放流試験による Cs 蓄積過程の把握、および 3）飼育試験
による Cs の取込・排出過程の把握、の 3 課題を遂行した。 
 
４．研究成果 
 
 主要な研究成果を以下に記す。 
 課題 1 および課題 2）福島県の海面及び内水面の現地調査データおよび福島県のモニタリング
データを解析し、魚種ごと、水域ごとの Cs 濃度の推移を明らかにするとともに、漁業復興の現
状と課題について報告した（Wada et al. 2022; 2023、和田 2024）。また、原発から約 7 キロ北
に位置する請戸漁港にて水温・深度ロガーを装着したホシガレイを放流した。その結果、１個体
が原発港内で採捕され、魚類が原発港内に移出入することを直接的に示した。 
 海産物では、近年、ほぼ全ての検体で ND となっているが、ごく稀に基準値を上回る検体の存
在を明らかにした（図 1a）。これらが出現する理由として、原発港内に存在する Cs 濃度の高い
一部の魚類個体（図 2）の漁場への移動が考えられた。特に、2024 年 3 月現在、海産魚で唯一の
出荷制限措置となっているクロソイを含むメバル属魚類では、近年でも高い値を示す個体が多
いことを明らかにした。ただし、原発港内で採捕されたロガー付きホシガレイは、東電によるモ
ニタリング検査により ND（< 2 Bq/kg）と報告されており、原発港内に短期的に滞在しても速や
かに Cs 濃度が上昇するわけではないことが示された。 
 

 
図 1 福島県による水産物のモニタリングデータの推移（a: 海産物、b：淡水産物） 
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図 2 東電による原発港内で採捕された魚類のモニタリングデータの推移（緑丸はメバル属魚類

を示す） 

 

 一方、淡水魚類では、福島県のモニタリングデータの解析により、近年でも国の基準値を超え

る検体が散見されることを示した（図 1）。また、原発周辺の前田川や下深沢ため池による調査

から、帰還困難区域の河川やため池では、現在も基準値を大幅に上回る魚類の存在が確認された

（図 3a、Wada et al. 2023）。さらに、環境水のカリウム濃度が高いと淡水魚の Cs 濃度が相対

的に低くなる傾向を具体的に示した（図 3b）。 

 

 
図 3 原発近傍の前田川（Maeda River）5 定点で採捕されたウグイ、および下深沢ため池（SF 

pond）で採捕されたギンブナの 137Cs 濃度（a）および魚体と環境水の濃度比（Concentration 

Ratio: CR）（b）。前田川のウグイの 137Cs 濃度は、周囲の汚染状況（空間線量率）とリンクした。

下深沢ため池のギンブナの 137Cs 濃度は一様に高かった。前田川では、カリウム濃度が高い下流

の定点に行くほど CR が低くなる傾向が明確に認められた。特に、海水が侵入する河口域の St.1

では CR 値が低かった。 

 

課題 3）原発近傍の下深沢ため池の水（約 2 Bq/L）を用いて約 2 か月間ウグイを飼育し、環境水

からの取込過程を明らかにした（図 4、Wada et al. 2023）。魚体と飼育水の濃度比の極限値は
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9.7 と推定され、天然環境下での濃度比の高さ（図 3b）は、餌からの Cs 取込が主要因であるこ

とを示した。以上のように、特に淡水魚では、餌生物を介した Cs の取込の継続が、Cs 汚染の長

期化の主要因であることを明らかにした。 

 

 
図 4 飼育水（a）の 137Cs 濃度の推移とウグイの筋肉と飼育水の濃度比（Concentration Ratio: 

CR）の推移（b） 

 

 以上のように、海水魚・淡水魚の Cs 汚染メカニズムについて様々なアプローチにより明らか

にするとともに、海面・内水面の漁業復興の現状と課題について、英文誌（Wada et al. 2022）

や和文誌の総説等（和田・森田 2022、和田）により積極的に報告した。また、関連する研究成

果についても、国際誌等を通して多数報告した。 
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